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去る９月３日から５日にかけて、名古屋市内の
名城大学天白キャンパスを会場に第３１回大会を開
催させていただきました。名古屋地区としては、第
９回（１９８１年、内田実行委員長）、第１９回（１
９９１年、吉村実行委員長）に続く３回目の大会で
したが、多くの会員の皆様のご協力とご参加を得
て、まずは成功裡に大会を終えることが出来たこと
を、実行委員会を代表してご報告いたします。今大
会の成功は、新築早々で設備の整った校舎を無償で
ご提供くださった名城大学のお力によるところが大
きいことを、最初に申し上げなければなりません。
さて、今大回の大きな特徴は、統計関連３学会

（応用統計学会、日本計量生物学会、日本統計学会）
連合大会と同時開催としたことです。連合大会との
共同の催しは、ソフトウェア展示と懇親会にとどま
りましたが、多くの参加者が相手側の研究発表に関
心をお持ちいただけた点では、大会を盛り上げるの
に役立ったと思います。参加者数も増加傾向になり
ましたし、心配した発表件数もここ一両年と比較し
てむしろ増えました。すなわち、連合大会との同時
開催は、はっきりと相乗効果があったと申し上げる
ことができます（ただし、発表論文抄録集の印刷部
数を読み違え、残部が僅少となってしまったため、
今後の購入のご希望には対応することができませ
ん。あしからずご了承ください）。
多くの点で名古屋大学経済学研究科を中心とす

る連合大会の実行委員会には、会場探しの段階から
大変お世話になりましたが、その一方で、名古屋大
学教育発達科学研究科の大学院生と教育学部の学部
生が受付係と会場係のアルバイターとして、連合大
会の方でもよく働いてくれたために、ある程度はお
互いに相補的な関係を保つことができたと思いま
す。端的に言えば、渉外の面では連合大会が、労働
力の供給の面では行動計量学会が寄与したと言える
でしょう。
例年の実行委員会がもっともエネルギーを使わ

れるのが、学会の企画内容であると思います。今回
の場合、特別講演「地震と火山、予知と防災」（山岡

第３１回大会を終えて
村上 隆

耕春教授、名古屋大学環境学研究科）と２つのシン
ポジウム（「動物の行動変化とその評価・解析」、「日
本語教育とテスティング」、ともに講演者はほとん
ど非会員）を除き、ほぼすべての特別セッションは、
実行委員会の方で企画したりきっかけを作ったりし
たものでなく、会員の方々の側から自発的にご提案
いただいたものでした。実行委員会は、この面では
大いに手抜きをしてしまったわけですが、次々に届
く特別セッションの企画には本当に心強い思いをい
たしました。もちろん、実行委員が各自、自分の研
究領域でもっている人脈を生かして、従来にない領
域の特別セッションを企画することは、学際性の強
い本学会としては望ましいことであると思います
が、そうした試みが往々にして一回限りに終わる危
険性があることを考えれば、会員の中から自発的に
出現してくる企画の方が望ましいとも考えられま
す。このあたりは、それぞれの実行委員会で考え方
が異なってよいところであり、われわれが何らかの
モデルを示したと言うつもりはありません。
なお、今回気がついたこととして、近年発表が増

加しつつある「感性の計量」に対する民間企業等の
関心が高まり、本学会へのアプローチが増えてきた
ことがあります。恐らく、今大会をきっかけに、産
学連携型のコラボレーションがいくつかスタートし
たのではないでしょうか。
今大会のもうひとつの新しい試みは、連合大会

とともに保育室を設けたことです。これは、何人か
の（主として）女性会員の献身的ご努力で実現した
ものです。ホームページでの宣伝が遅れた実行委員
会事務局の手抜かりもあり、本学会の会員について
は、あまりご利用がありませんでした。しかし、女
性の研究発表は確実に増加しておりますから、保育
室は今後、本学会でも不可欠の存在になっていくも
のと思われます。
至らぬところも多々あったかと思いますが、学

会の内外の方々の温かいご支援の下、第３１回大会
に関する業務をほぼ終えることができました。この
場をお借りして、心からお礼申し上げます。

（実行委員長 村上 隆）
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日本行動計量学会功績賞を受賞して
甲子園大学 木下 冨雄

このたび図らずも、日本行動計量学会の林知己
夫賞（功績賞）を受賞し、まことに光栄に思ってい
る。
私が学会に貢献したのは、学会誌に何本か論文

を掲載したこと、学会大会で何回か個人発表をした
こと、シンポジウムやセミナーのパネラーに何回か
なったことぐらいなのに、このような立派な賞を頂
けるとは、自ら顧みてまことに忸怩たるものがあ
る。強いて貢献といえば、理事をかなりの期間勤め
たことと、学会大会の委員長を2回（京大と甲子園
大）引き受けたことであろうか。
それに対して学会から受けた恩恵の方は計り知

れない。まず私にとって学会は、方法論的な刺激を
受ける最高の場所であった。かつて「行動計量学」誌
上で、私は学会を「メーカーとユーザーの出合いの
場所」と評したことがあったが、典型的ユーザーで
ある私にとって、学会はまさに道具の見本市であっ
たといえよう。ここでどれほど多くの「鉈」や｢剃刀」
を発見したか、その恩恵には感謝してもしきれな
い。
またこの学会は極めて学際的であったために、

各学問分野のデータに対する考え方や扱い方の違い
が、新鮮な刺激として私の好奇心を満足させてくれ
た。このような知的刺激を与えて下さった学会員の
皆さんに、この場所を借りて、改めてお礼の言葉を
申し上げたいと思う。
ただ純粋に私にとって嬉しいのは、この賞に、林

知己夫先生の名が被さっていることである。林先生
とお付き合いが始まったのは 1960 年代の始めで
あったと思うが、その頃私は、いわゆる数量化理論
のヘビーユーザーであった。ただ当時はまだ数量化
理論のプログラムが無く、IBMと協力してソフトを
開発したことが懐かしい。その頃のIBMのマニュア
ルに書かれた数値例は、すべて私たちの投票行動の
データであった。
林知己夫、京極純一、池内一先生をリーダーとす

る、市民意識の国際比較のチームができたのも、そ
れから間もない頃である。その国際チームで開発し
た内輪の統計ソフトがSPSSであり、このソフトが
あったからこそ、あれだけ大規模のデータが分析で
きたと言えよう。内輪のソフトであったSPSSは、そ
の後大ブレークして私たちの手を離れ、皆さんご承
知のように、世界的な統計ソフトに収まってしまっ
た。
思い出すと懐かしいことばかりだが、このよう

な学問の道に導いて下さった林先生の御霊前に、心
からの感謝の言葉を捧げたい。

優秀賞を受賞して
日経リサーチ 鈴木 督久

言葉の本来の意味通りに「思いがけない」受賞で
驚きました。この賞の存在は知っていましたが、私
は企業人であり、まったく念頭になかった出来事で
した。歴代の受賞者が実力者ぞろいなので、自分を
かえりみると怯みましたが、同時に「もっとがんば
れ」という励ましだと解釈し、すなおに受けとり、推
薦して下さった諸先輩を思い浮かべて感謝いたしま
した。
この２～３年は会社員としての仕事に忙殺され

ており、勉強も研究もできていないのですが、受賞
を契機として、苦境を楽しく乗り越えようと思いま
す。
私は企業にいて、マーケティングや世論・選挙調

査、組織評価などに計量的方法を利用しています。
企業には優秀な先輩が多数いますが、会社員のミッ
ションは論文を書くことではなくて、シゴトをする
ことなので、その人々の存在が認知されることは稀
有です。そういう中で私だけ受賞することに申し訳
ない気持ちも起きます。
ただ、マーケティングや世論・選挙調査などは、

学問の対象として「研究」されるよりも先に、現場
で「実践」されます。この分野を通じて、大学で研
究する学者と、現場で実践する会社員とは、よく対
話する必要性を感じます。方法の開発者と利用者の
関係は、しばしば無理解・誤解・不適解です。目的
が異なるためですが、お互いに相手のことを「分
かってねえなあ」と内心で思っていては構造的不幸
です。
現役の政治記者時代に田栗先生にお願いして入

会し、初めて参加してみた大会は東京女子大で開催
されました。森の中の花園のような場所で女子学生
らに囲まれて（詰め寄られ？）、それが学会イメージ
として初期化されて以来、行動計量学会にはお世話
になってきました。天国で「君が林知己夫賞かよ」
と、苦笑しておられる林先生の顔が浮かびます。
2003年の衆院選挙と選挙予測を先日おえました。新
選挙制度で３回予測をやって獲得した知見につい
て、林先生に話したいことがあったのに叶いませ
ん。この受賞では、天国からの永久視線も受け取っ
たのだと認識したいと思います。
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林知己夫賞（優秀賞）を受賞して
国立保健医療科学院技術評価部 山岡 和枝

この度の日本行動計量学会第31回大会において、
林知己夫賞（優秀賞）を受賞いたしまして、大変光
栄に存じます。特に、林知己夫賞として改められた
第１回の受賞ということは、うれしさとともに身の
引き締まる思いがいたします。
私はこれまで、社会医学分野でのデータ解析を

中心に行動計量学関連の研究を行って参りました。
各種統計データや調査結果から、その裏に潜む情報
をいかに引き出していくかということに興味を持
ち、特に健康という一見明確でありながら、実は漠
として曖昧なものの要因のデータ解析に関する研究
です。帝京大学医学部在職中に山本幹夫先生と林知
己夫先生との共同研究として行った「日米両国民の
健康に関する生態学的比較研究」が行動計量学との
最初の関わりでした。この研究を発端に社会や文化
の影響を分析する上での日系人データのもつ情報の
重要さを知り、日系人の意識の国際比較研究へとつ
ながり、今回の受賞の対象となった欧文誌掲載の２
編の論文となりました。その研究を林知己夫賞（優
秀賞）として評価していただいたことをうれしく、
感謝しております。私が調査のデータ解析の研究を
行うきっかけとなったのは林知己夫先生の「あいま
いさを科学する－トワイライト・カテゴリーへの招
待」に魅せられたことにあります。そして林知己夫
先生を始め、これまでいろいろとご指導をいただい
た先輩諸氏のご指導があったからです。林知己夫先
生には研究上のご指導だけでなく、人間としての規
範も教えていただきました。今後、少しでもそのよ
うな研究に対する自然体で真摯な取り組み方を自分
の中に取り入れられればと思っております。この場
をおかりして感謝の気持ちとともに、重ねてご冥福
をお祈りいたします。
現在、先に述べた意識の国際比較研究は「東アジ

ア価値観調査」（代表：統計数理研究所・吉野諒三）
として発展してきております。そして医療の面では
「医療と文化の多次元的連関に関する統計科学的研
究」（代表：山岡和枝）として進めております。微力
ではありますが、今後少しでも先生の軌跡を広く深
く延ばしていく一助となれるよう、精進を重ねて参
りたいと思っております。

結びに、日本行動計量学会の関係者の方々に深
く感謝の意を述べさせていただきます。ありがとう
ございました。

奨励賞を受賞して
女子栄養大学 食情報科学研究室 芳賀 麻誉美

日本行動計量学会第31回大会の準備に追われて
いたある日、奨励賞受賞のご連絡をいただきまし
た。その時は驚きとともに本当に自分が受賞してよ
いのかとためらいましたが、今後のより一層の努力
を誓って賞をお受けいたしました。
私がはじめて日本行動計量学会との接点を持っ

たのは、第1回目の春の合宿セミナーで、学会入会
を決めたのは2回目のセミナーの時です。この時の
印象は強烈で、懇切丁寧で至れり尽くせりの講師
陣、運営体制に感動したのが入会のきっかけでし
た。
はじめての学会発表も本学会大会で、その時の

研究がはじめての研究らしい研究となりました。3
年前には、小グループ研究会として好みの計量研究
会を立ち上げ、ここを中心に活動、官能評価に基礎
をおいた製品開発のための調査とその解析について
の研究を進めています。まさに、私の5年間の研究
生活は常に日本行動計量学会とともにあったとい
え、今後は何らかの形で学会への貢献をしなけれ
ば、と考えています。
振り返って見れば、豊田秀樹先生、鈴木督久先

生、岡太彬訓先生、狩野裕先生には特に学生ととも
に学ぶ機会を与えていただくなど、公私に渡って力
強くサポートしていただきました。先生方の教えが
あったからこそ現在まで研究を続けて来られたのだ
と思い、大変感謝しております。加えて、常に新鮮
な気持ちで研究に望むことが出来ているのも、朝野
熙彦先生をはじめとする好みの計量研究会の皆さん
との議論による知的刺激によるところが大変大き
く、研究会参加者の皆様には改めてお礼申し上げた
いと思います。
まだまだ実力のない私です。今回の受賞を機に、

目に見える形で成果を残せるように、今一度襟を正
して自己研磨に励みたいと思います。ありがとうご
ざいました。

肥田野・水野賞(奨励賞)を受賞して
ファイザー株式会社 生物統計部 濱� 俊光

このたび、栄誉ある第5回 肥田野・水野賞(奨励
賞)を受賞することになり、驚きとともに大変に感激
しております。私は、製薬会社の医学統計部門で、医
療現場における活きたデータのデザインと解析に関
わる業務に携わっています。配属当初は、ただ漠然
と医学統計学を実践したいと思っていた私にとっ
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て、｢ヒト｣の生命に関わるデータは、向きあい方、と
り扱い方を含めて相当に重いものであり、また業務
と研究を両立することは大変に困難なものでした。
最近になってようやく、それらのデータとどのよう
に向きあえばよいか、何が問題であり、それにどの
ように統計的な観点からとり組めばよいのか、そし
て、このとり組みをどのように研究につなげていけ
ばよいかといった事柄について理解し、勇気をもっ
て実践できるようになりました。とくに、この過程
のなかで、大変にあたりまえのことですが、データ
の解析においてデータの背後にある現象を知るこ
と、さらに目標によって論理的にデータを解析しい
ていくことの重要性を認識し直しました。このよう
な時期に、本賞を受賞することになったことは、今
後も｢企業｣という実際の場で、実践研究を続けてい
くことへの大変な励みになります。しかしながら、
これも、これまでに指導いただいた多くの人たち(応
援団)がいたからこそ、継続し達成できたことだと思
います。とくに、私がシオノギ解析センターに籍を
おいていた頃から、企業人としての研究姿勢をご指
導いただいております大阪大学 大学院 基礎工学研
究科の後藤昌司 先生、医学統計研究会の仲間にはこ
の場をかりて、日頃のご指導・ご配慮のお礼を申し
上げます。この受賞を一つのステップとして、今後
も意欲的に実践研究を続けていく所存です。

日本学術会議の報告
柳川 堯（九大数理）

吉村 功第18期会員の後任として第19期日本学術
会議会員に選ばれました。重責に身が引き締まる思
いです。吉村前会員の方針を引き継ぎ、学会との密
な連携を目指して日本学術会議の報告を逐次行って
行きたいと思っています。よろしくお願いいたしま
す。
7月22日―24日に第140回総会（19期第1回総

会）が開催されました。会長、役員、各種委員会委
員の選出が主な議題でした。2期以上にわたって会
員を続けておられる方が過半数以上おられることに
驚きました。総会や部会は、それら常連の方々のイ
ニシアチブの下で進行し、すべての初体験がそうで
あるように目を白黒にしている間に終了しました。
新会長は、黒川 清会員（第7部：東海大学総合医学
研究所教授）、新副会長は戒能道厚会員（第2部：早
稲田大学法学部教授、名古屋大学名誉教授）、岸 輝
夫会員（第5部：独立行政法人物質・材料研究機構
理事長）が選出されました。また、統計学が所属す
る第4部の部長は、郷 信広会員（日本原子力研究所
特別研究員、京都大学名誉教授）が選出されました。
現在19期の活動方針と活動計画が検討されていま

す。以下、私どもに関連ある統計学研究連絡委員会
（以下、統研連と略記）とその周辺の報告です。

・統研連の委員について
統研連は、日本統計学会、日本行動計量学会、応

用統計学会、日本計量生物学会、日本計算機統計学
会、日本数学会統計数学分科会の6学会から選出さ
れた委員、および日本学術会議の7つの部の各部か
ら推薦された日本学術会議会員から構成されていま
す。他の研連とは異なって、日本学術会議の各部か
ら会員1名が加わっているのが特徴です。統計学の
学際性が考慮されています。18期までは、統研の定
員は14名でした。しかし、すでに吉村前会員から報
告されたように「課題別研究連絡委員会」発足のた
め第19期では定員が1名削減されました。このため、
日本統計学会には委員を2名から1名に減少してい
ただき、他の5学会には、従来どおり1名をお願い
することにいたしました。研連の委員は、10月下旬
ごろに正式任命の見込みです。

・研連の将来について
吉村前会員の報告ですでにご存知のように、日

本学術会議は新体制に向けて大改革されます。その
大枠は第18期の改革推進委員会の議論を経てすで
に決まっており、すでに来年4月の国会上程を目指
して、法改正に向けた作業が関連省庁で進行中との
ことです。新体制の日本学術会議では、従来の「研
究連絡委員会」は消滅し、代わって時限的に設定さ
れる「課題別委員会」が構築されます。したがって
19期の統研連は最後の統研連となり、任期も短縮さ
れる見込みです。「課題別委員会」の「課題」は学問
「分野」により構築することもできるし、また「新た
な課題」ごとに組織することもできると言われてい
ます。第19期統研連の重要な役割は、統計学関連学
協会と密接な連携を保ち続けることができ、かつ時
代の要請を反映した「課題」を冠した統計学関連の
「課題別委員会」をいかにして構築するかについて
英知を傾注することにあるのではないかと推察され
ます。
なお、新体制での日本学術会議は、現行の7部制

を「人文社会系」「生物生命系」「理工系」の3部へ、
現行2370名の研連委員と同数の「連携会員」を設け
「課題別委員会」に配属します。また、日本学術会議
会員は、「選考委員会」を設置し30名程度の委員を
委嘱、「選考委員会」が現行と同数の210名を選考す
る方向で法制化されるようです。法案は大枠だけ
で、細かなところは新しい学術会議で決定の方針と
言われていますが、学協会・学問領域から距離をお
き、浮いてしまった「科学アカデミー」となる可能
性が強く心配されています。そうならないように19
期日本学術会議の動向を、特に厳しい目で見ていく
必要があるのではないでしょうか。
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第31回大会総会議事録

日　時：2003年 9月 4日（木）11:00～ 12:00
会　場：名城大学天白キャンパス
（共通講義棟102室）
資　料：資料1. 平成 14年度会計決算報告（案）
資料2. 平成 15年度予算（案）

1. 開会の辞
事務局より開会が宣言された。

2. 開催校挨拶
開催校を代表して村上 隆名古屋大学大学院教育

発達科学研究科長・教育学部長より挨拶があった。

3. 学会挨拶
学会を代表して杉山明子理事長より挨拶があり、

開催校への謝辞などが述べられた。

4. 議長選出
野口裕之会員を議長に選出した。

5. 報告及び議事
5.1 役員改選の報告
杉山理事長より、役員改選（任期は平成15年度

から17年度の3年間）の報告、各担当理事の紹介お
よび広報委員会の新設、学会史担当理事の設置など
に関する説明があった。
5.2
平成14年度事業報告・決算報告

5.2.1
事業報告

村上征勝・前事務局担当理事より、平成14年度
中の学会事業に関する報告（第30回大会を多摩大学
で開催）があった。
引き続き次の各委員会の担当前理事より報告が

あった。
・編集委員会
繁桝算男委員長より和文誌・欧文誌を統括した

編集委員会としての活動の総括的説明があった。
和文誌編集委員会：林 文・前委員長より平成14

年度中に2号（第29巻1号、2号）を刊行したこと、
および第30巻1号の発行は平成15年度に刊行する
旨の報告があった。
欧文誌編集委員会：狩野 裕・前委員長より平成

14年度中に2号（Vol.29, No.2, Vol.30, No.1）を刊行
した旨の報告、および3年間の欧文誌における投稿・
採択状況等に関する総括説明があった。
・運営委員会
山岡和枝委員長より平成14年度中に、行動計量

シンポジウム6回（第73回～第78回）、第30回大
会時のチュートリアルセミナー（2件）、第6回春の
合宿セミナーを開催したこと、および広報活動（会
報4号の発行、Webページによる広報等）について
の報告があった。

5.2.2 決算報告
村上前事務局担当理事より、資料1に基づき平成

14年度会計決算報告案の説明があった。
5.3 会計監査報告
柳原良造監事より、厳正な監査の結果、事実の通

り相違ないことを確認した旨の会計監査報告があっ
た。なお、委員会等における運営経費支出証拠書類
の保管について統一的な方針がなかった点に関する
改善提言が付帯意見として述べられた。
以上の監査報告を経て、15年度会計決算が承認

された。
5.4 平成15年度事業計画および平成15年度予算
5.4.1 事業計画
馬場康維事務局担当理事より、平成15年度の事

業計画（第31回大会の開催、会員名簿の改訂発行、
メイリングリストの運用開始予定等）に関する説明
があった。
岡太彬訓大会担当委員会委員長から、第32回大

会を青山学院大学開催予定との説明があった
5.4.2 予算
馬場事務局担当理事より、資料2に基づき平成15

年度予算案に関する説明があった。関連して杉山理
事長より、社会調査士認定機構へ本学会が参加予定
であること、後年返却される予定の出資金（2004年
4月より3年間、100万円／年）を支出予定である旨
の説明があった。
平成15年度事業計画案・予算案を承認した。

6. 名誉会員について
馬場事務局担当理事より、平成15年度は名誉会

員への推薦がなかった旨報告された。

7. 学会賞授与
池田央学会賞担当理事より、下記3賞の受賞者の

紹介および授賞理由の説明があった。
林知己夫賞（功績賞）：木下 冨雄（甲子園大学）
林知己夫賞（優秀賞）：鈴木 督久（株式会社日経リ
サーチ），山岡 和枝（国立保健医療科学院）

肥田野直・水野欽司賞（奨励賞）：芳賀 麻誉美（女
子栄養大学），濱� 俊光（ファイザー株式会社）
引き続き、杉山理事長から各受賞者へ賞状およ

び副賞が授与された。受賞者を代表して、木下冨雄
会員より挨拶があった。

8. 次回（第32回）大会開催校挨拶
平成16年度第32回大会開催校の青山学院大学よ

り、二宮理憙氏の挨拶があった。

9. 大会実行委員長挨拶
第31回大会実行委員会の村上 隆委員長より挨拶

があった。

10. 閉会の辞
事務局より閉会が宣言された。
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研究部会募集

日本行動計量学会では、研究活動の活性化をは
かるため、研究部会を設け、活動経費の助成を行っ
ています。研究部会には、一定地域での研究推進活
動や研究普及活動を主な目的とする地域部会、およ
び、オリジナリティーに富んだ研究成果を挙げるこ
とを目的とする研究グループがあります。活動経費
は、地域部会については1部会上限5万円程度、研
究グループは1部会5万円（採択件数は優れた研究
計画若干）です。地域部会については、都心部から
東京近郊までを主たる活動地域とする部会を考えて
おりません。平成16年度の研究部会の募集を下記要
領で行います。なお、採否の審査結果は、4月初旬
にお知らせする予定です。

応募要領
・提出書類：
(1) 地域部会：研究部会名，代表者，参加予定者
（会員，非会員別），助成希望金額，活動予定
（この順序でA4判用紙を使用して書くこと）
(2) 研究グループ：研究部会名，代表者，参加予
定者（会員，非会員別），研究計画，活動予定
（この順序でA4判用紙を使用して書くこと）

・応募締切：平成16年 1月 20日（火）必着
・郵送先：〒351-0197 埼玉県和光市南2-3-6
国立保健医療科学院技術評価部
日本行動計量学会運営委員会委員長
山岡和枝

・問い合わせ先：山岡（TEL: 048-458-6228または
e-mail: yamaoka@niph.go.jp）までお願いします。

なお、研究部会に関する規約はWEB（http:/ /
wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/bukai.pdf）をご参照ください。

会員向けメーリングリストのご案内
広報委員会

予てより会報などでアナウンスしてまいりまし
たが、会員向けのメーリングリストサービスを近々
開始することとなりました。このサービスにより、
会員の皆様のお役に立つ情報を、会報よりも早くお
届けする予定です。なお、本サービスは、以下のよ
うに運用する予定です。

・参加者は、会員に限定させていただきます。参加
登録は、登録される会員の方々ご自身に、Web
ページより、行っていただきます。

・メーリングリストに送信されるメールは、広報委
員会で承認された内容に限定されます。

・送信される情報は、以下のものとします。
(1)各委員会からのお知らせ、大会、シンポジウ
ム、セミナーなどの案内、Web更新のお知ら
せなど、学会からの情報

(2)会員の方が出版された著書や、関連学会の大
会、シンポジウムの案内など、会員の皆様か
らお寄せいただいた情報（広報委員会が承認
した情報に限ります。）

(3)その他、広報委員会が適切と認める事項。た
だし、企業広告は、原則として送信しません。

詳しい運用、登録方法は、学会Webページ、会
報を通じまして、準備ができしだいアナウンスさせ
ていただきます。また、会員の皆様には、会員の皆様には、会員の皆様には、会員の皆様には、会員の皆様には、会員名簿会員名簿会員名簿会員名簿会員名簿
に連絡先として記載されているメールアドレスに、に連絡先として記載されているメールアドレスに、に連絡先として記載されているメールアドレスに、に連絡先として記載されているメールアドレスに、に連絡先として記載されているメールアドレスに、
登録方法などに関する内容のメールを、登録方法などに関する内容のメールを、登録方法などに関する内容のメールを、登録方法などに関する内容のメールを、登録方法などに関する内容のメールを、広報委員会広報委員会広報委員会広報委員会広報委員会
より送信させていただきます。より送信させていただきます。より送信させていただきます。より送信させていただきます。より送信させていただきます。ふるってのご参加を
お待ちしております。

2003年度 第7回春の合宿セミナー

のお知らせ
長岡技術科学大学 植野真臣

第7回日本行動計量学会春の合宿セミナーを下記
の要領で開催致します。今回のセミナーでは、多彩
な分野でご活躍の講師をお招きし、各分野での最先
端のお話を頂きます。参加者の知的好奇心を刺激
し、研究活力を高める一助となれば幸いと考えてお
ります。皆さま奮ってご参加下さい。

記
テーマ：「知識社会のための情報・統計科学」
日　時：2004年3月25日（木）13:00～3月26日（金）
17:00

会　場：長岡技術科学大学
（新潟県長岡市上富岡町1603-1）
参加費：会員5000円、非会員7000円
教員3000円（会員・非会員）
学生1500円（会員・非会員）
※参加費は当日、会場にてお支払い下さい。
※参加費には論文集代金を含みます。
※当日、学会入会申し込みをした場合には会員
扱いとします。

なお、申し込み方法その他詳細については、同封
の別紙及び下記URLをご参照下さい。
http://kjs.nagaokaut.ac.jp/ueno/bsj/bsj2004spring/
index.html
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運営委員会・地域部会より

☆ 第31回大会チュートリアル・セミナー報告

運営委員会

加藤元宣（NHK），前田忠彦（統数研）

第31回大会時に、下記の要領でチュートリアル・
セミナーを開催しました。

題目：Web調査の現状と課題
―調査誤差の分類と対処の観点から―

講師：吉村 宰（大学入試センター）
形式：講義形式による（教材は当日配布）。
日時：2003年 9月3日（水）（大会初日）9:30-12:00
会場：名城大学天白キャンパス（大会G会場）

講義は第1部と第2部に分かれ、第1部では「Web
調査の現状と課題」について、第2部では「傾向ス
コア加重修正法によるサンプルアンバランスの補正
とその利用上の留意点」に関する解説がありまし
た。
当日は38名（会員28、学生8、一般2）の参加が

あり、短時間ではありましたが、密度の濃いセミ
ナーになりました。
なお、講義内容の概要については別途、和文誌に

て報告致します。また本セミナーの第2部との関連
が深い研究発表が、大会セッション内でも複数件あ
り、今後、当該研究分野の益々の進展が期待される
ところだと思います。
なおセミナーの開催にあたり、村上隆委員長始

め、大会実行委員会の皆様には、スタッフの手配を
含め様々なご支援とご配慮を頂きました。記して感
謝申し上げます。

☆ 第79回行動計量シンポジウム報告

岡山地域部会

垂水共之（岡山大），森 裕一（岡山理科大）

2003年10月4日（土）、岡山大学創立五十周年記
念館において、「地域・地理・図形情報とデータ解析」
のテーマで、第79回行動計量シンポジウムを開催し
ました。本シンポジウムは、2002年度から日本行動

日本行動計量学会第32回大会

について

日本行動計量学会第32回大会は青山学院大学相
模原キャンパスで9月16日から18日にかけて開催
することになりました。
東京近郊のキャンパスとなると、どうしても交

通の便利さが問題になりますが、開催を予定してお
ります相模原キャンパスは新宿から小田急線町田駅
経由で約一時間、京王線橋本駅経由でこれも約一時
間、渋谷から東急田園都市線長津田駅経由でこれも
約一時間、横浜から40分、新横浜から28分、羽田
空港からは横浜を経由して約一時間半でJR横浜線
「淵野辺駅」に到着、駅から徒歩7分でキャンパスに
到着できます。（詳細については h t t p : / /
www.aoyama.ac.jp/other/access/index.html）横浜線町
田、橋本間の駅の近辺には合計約500ベッド以上の
ホテルがあり、交通の便、宿泊の両面から見て全国
どこからの参加者にも不便はかけないものと信じて
います。
とはいえ最終的には横浜線一本に頼ることにな

ります。最近のJRの電車運行の信頼性からして、少
しばかり不安を感ずるのはゆき過ぎでしょうか。そ
れにちょうどその時期日本は台風のシーズンです。
これも不安材料の一つです。しかし旅客機が一回の
飛行で事故を起こす確率の10000倍程度以下の確率
で起こる現象は無視して計画を進めたいと思います
が、いかがでしょう。
研究の発表につきましては「「行動計量学とは何

か」ということがまず問われることになるが、これ
を厳格な意味で定義づけることは困難である。・・
膨張し続ける開集合・・・・・」という林知己夫先
生の言に立ち返り、特色ある研究発表を期待してお
ります。
近いうちに、Webサイトを立ち上げ会員の皆さ

んに大会についての詳細をお知らせできるようにい
たします。
日本行動計量学会第32回大会実行委員長
青山学院大学理工学部情報テクノロジー学科
二宮理憙
ninomija@it.aoyama.ac.jp
郵便：229-8551
神奈川県相模原市淵野辺5-10-1
電話：042-759-6329
Fax：042-759-6495

=========================================================

日本行動計量学会第32回大会

日時：2004年9月16日～18日

場所：青山学院大学相模原キャンパス

（JR横浜線「淵野辺駅」徒歩7分）
=========================================================
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関連学会等カレンダー

※注意：本コーナーの情報は、幅広い専門分野にわ
たる会員の皆さまに、なるべく多くの催し物の存在
をお知らせするために編集担当側で収集・要約した
ものです。プログラムや参加方法については、必ず
各催事末尾に掲載の「照会先」にご確認下さい。

＜学会大会等＞
☆ 日本産業衛生学会産業疲労研究会

（第61回定例研究会）
会　期：2003年 12月 13日（土）
会　場：京都市・京都国立近代美術館 1階会議室
特別講演（午後）テーマ：「日本の労働文化」
～日本人は、なぜ倒れるまで働くのか～
講師 河合 隼雄 文化庁長官

照会先：日本産業衛生学会産業疲労研究会事務局
〒467-8601 名古屋市瑞穂区瑞穂町川澄1
名古屋市立大学大学院医学研究科労働・生活・環
境保健学

Tel: 052-853-8171, Fax: 052-859-1228
E-mail: eisei@med.nagoya-cu.ac.jp
常設事務局URL: http://square.umin.ac.jp/of/

☆ 日本臨床死生学会（第9回）
会　期：2004年 12月 13日（土），14日（日）
会　長：白井 幸子（ルーテル学院大教授）
会　場：東京・法政大学市ヶ谷キャンパス
照会先：日本臨床死生学会事務局
（問い合せはFaxかE-mail で）
Fax: 042-384-4881
E-mail: rinsyousisei@hotmail.com
常設事務局URL: http://plaza.umin.ac.jp/̃jsct/

☆ 日本心療内科学会学術大会（第8回）
会　期：2004年 1月 9日（金），10日（土）
会　長：坂田 利家（大分医大名誉教授）
会　場：大分市・大分全日空ホテルオアシスタワー
照会先：大会事務局 大分医科大学医学部生体分子構造
機能制御講座・第一内科 Tel: 097-586-5792
常設事務局URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/jspim/

☆ 日本総合健診医学会（第32回）
会　期：2004年 1月 30日（金），31日（土）
会　長：小川 哲平（東海大教授）
会　場：東京・京王プラザホテル
照会先：大会事務局 東海大学医学部
Tel: 0463-93-1121(内 3800), Fax: 0463-94-9310
E-mail: gyoumu32@m.med.u-tokai.ac.jp
常設事務局URL: http://www.jmhts.org/
開催案内URL: http://gakkai32.med.u-tokai.ac.jp/

　

＜シンポジウム・研究集会・講演会等＞
☆ 日本分類学会第14回シンポジウム
テーマ：データの科学と統計教育
～情報をよむ手法としての統計学～

日　時：2003年 12月 19日（金）13:30～ 16:15
会　場：統計数理研究所 講堂
（東京都港区南麻布4-6-7）

オーガナイザー： 上田尚一（龍谷大学），矢島敬二（東
京理科大学），林 篤裕（大学入試センター）

タイトル・講演者：(1)統計教育の現状と課題～生涯教
育としての統計リテラシーの必要性～ 渡辺美智子
（東洋大学） (2)統計情報データベースの現状と課題
宿久 洋（鹿児島大学） (3)統計教育用ソフトの要件
上田尚一（龍谷大学）

照会先：日本分類学会事務局 Fax: 03-5421-8796
〒 106-8569 港区南麻布4-6-7 統計数理研究所気付
または林 篤裕 E-mail: hayashi@rd.dnc.ac.jp
開催案内URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/jcs/sympo/
sympo03.htm

　　

☆ 日本知能情報ファジィ学会

第3回産業技術交流会「ファジィ・誘・サロン」
テーマ：科学・産業技術教育の在り方について
日　時：2004年 1月 10日（土）15:00～
会　場：京都パークホテル
〒605-0941 京都市東山区三十三間堂廻り町644-2

内容：［第1部］基調講演（15:00～ 15:50）「日本の科
学技術の現状と将来像（仮称）」科学計測スペシャ
リスト・大阪大学名誉教授・大阪電気通信大学名
誉教授 南 茂夫［第2部］パネルディスカッション

計量学会の地域部会として活動している「岡山地域
部会」が主催し、岡山統計研究会と岡山大学環境理
工学部との共催という形で行いました。下記の講演
タイトルの通り、GISを中心として、地域メッシュ、
地域分析、空間解析などをキーワードに、研究者、行
政担当者、GIS活用者など、それぞれの立場で講演
をいただきました。岡山を中心として、東京、大阪、
広島などから計70名弱の参加があり、各講演に対し
て細かい質問も出て、総合討論の時間を調整しての
有意義な会合となりました。

講演者と講演タイトル
槙田直木（東京大学）「総務省統計局によるGIS
関連統計データ」

川上晋司（岡山県）「統合型GISを活用したデー
タ流通」

横田賢一・三根真理子・柴田義貞（長崎大学）「原
爆放射線の影響研究における地理情報システ
ムの利用」

島田貴仁（科学警察研究所）「GISを用いた犯罪
現象の時空間分析」

村山祐司（筑波大学）「GISは空間解析にいかに
有効か？」

田中 潔（岡山商科大学）「おかやま商圏の特徴と
変化について」

（シンポジウムの記録：
http://mo161.soci.ous.ac.jp/bsj_okayama/79/）
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（16:00～17:30）［司会］湯場崎 直養「日本の科学・
産業技術教育はどうすべきか！（仮称）」

参加申込・照会先：
Fax: 075-882-6531(マイコム株式会社気付)
E-mail: yubazaki@mycom-japan.co.jp
学会常設URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/soft/

＜日本で開催される国際会議＞
☆ Workshop on "Modern Statistical Visualization and

related topics" (2)
会　期：2003年 12月 11日（木），12日（金）
会　場：統計数理研究所 会議室
内　容：New Zealand からフリーの統計ソフトウエア
R の開発メンバーであるRoss Ihakaと Paul Murrell
が来所。R関連の話題他。

照会先：統計数理研究所 中野純司
〒106-8569 港区南麻布4-6-7 統計数理研究所内
E-mail: nakanoj@ism.ac.jp

☆ 国際シンポジウム "Science of Modeling"

―The 30th Anniversary of the Information Crite-

rion (AIC) ― [日本行動計量学会協賛行事]
会　期：2003年 12月 14日（日）～17日（水）
会　場：パシフィコ横浜
組織委員長：北川源四郎（統計数理研究所長）
内　容：以下のトピックスに関する一般セッション
（招待講演のみ）とポスターセッション
トピックス：Knowledge discovery in complex systems
via modeling, Statistical modeling of spatio-temporal
phenomena, Bayesian modeling for ill-posed decompo-
sition problems, Progress in the AIC statistics

照会先：シンポジウム"Science of Modeling"事務局
〒106-8569 港区南麻布4-6-7 統計数理研究所内
E-mail: aic@ism.ac.jp
URL: http://www.ism.ac.jp/aic2003/index.html

☆ International Symposium on "Statistical Analysis

of the Structure with the Latent Variable Model"

（科研費『潜在変数モデルを用いた構造の統計的

分析』研究代表者：和合 肇 課題番号（15200022）

による）
会　期：2003年 12月 19日（金），20日（土）
会　場： 神戸大 アカデミアホール
内容・目的：本科研費は、経済学、社会学、心理学、
マーケッティング、医学、工学、農学、ゲノム解
析等多くの分野で利用されている潜在構造モデル
を利用した分析の理論、計算、実証分析、データ
解析での問題を目的としている。対象とするデー
タによって、潜在構造モデル、IRM、UCモデルな
どから隠れマルコフモデル、構造時系列モデル、ダ
イナミック・ファクター・モデルを含むいろいろ
な問題を対象とする。また、本研究課題に関して、
モデリングの方法やMCMCを含む計算の実証分析
に応用することに関心を持っている研究者間で、
最先端の研究に関する情報を共有することを目的
とし、さらに効率的な分析のための新たなツール・

可能性を提供するこの分野に、より多くの国内研
究者の関心を喚起して、我が国における実証分析
のさらなる発展を目指す。

海外参加者：Prof. Hiroki Tsurumi (Department of Eco-
nomics, Rutgers University), Prof. Dale Poirier
(Department of Economics, University of Calfornia,
Irvine), Prof. Wolfgang Polasek (University of Basel),
Prof. Hedibert Freitas Lopes (Graduate School of Busi-
ness, University of Chicago)

照会先：谷崎久志 神戸大学経済学部
E-mail: tanizaki@ht.econ.kobe-u.ac.jp
〒 657-0013 兵庫県神戸市灘区六甲町2-1
URL: http://ht.econ.kobe-u.ac.jp/̃tanizaki/
symposium/index.htm

＜科研費等による統計数学関係シンポジウム＞
☆ 「量子推測理論の数理統計学的基礎とその応用」

「基盤研究A(1)」（研究代表者：赤平昌文，課題番

号14204006）によるシンポジウム

【データ解析のための統計科学理論】
研究分担者：白石高章（横浜市大・理），瀬尾 隆（東
京理科大・理），加藤 剛（慶應大・理工）

日　時：2003年 12月 10日（水）～12月 12日（金）
場　所：横浜市立大学よこはまアーバンカレッジ
〒233-0002 横浜市港南区上大岡西1-6-1
ゆめおおおかオフィスタワー17階

内容・目的：より小さなコンピュータとOSの発展に
より、多くの分野で統計データの解析が行われて
いる。本シンポジウムでは、パラメトリック、ノ
ンパラメトリック、セミパラメトリックを問わず、
データ解析に有用な統計手法と理論について研究
発表及び討論を行い、今後の研究の方向性につい
て展望する。まだデータ解析に利用できるか不明
であるが可能性のある統計手法の理論も歓迎する。
また、研究成果に限らず、最新の話題の理論紹介
も歓迎する。

照会先：〒236-0027 横浜市金沢区瀬戸22-2
横浜市立大学大学院総合理学研究科数理科学部門
白石高章 E-mail: crystal@yokohama-cu.ac.jp
Tel: 045-787-2195
URL: http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/̃crystal/
meet15.html

＜チュートリアル類＞
☆ 統計数理研究所公開講座

統計数理特論「マルコフ連鎖モンテカルロ法―

新しい展開と統計科学への応用―」（15時間）
日　時：2004年 2月 23日（月）～2月25日（水）
10時～16時

詳細は、以下のWebサイトを参照。
http://www.ism.ac.jp/ciss/koukai-kouza.html

照会先：〒106-8569 東京都港区南麻布4-6-7
統計数理研究所 教育・情報室
Tel: 03-5421-8720, 03-3446-1501(代)
Fax: 03-5421-8720
E-mail: edu-info@ssiws.ism.ac.jp
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公募・求人情報

時期的に多数の公募がでております。本コー
ナーでは計量的手法や統計学、社会調査等と関係が
深いと思われる公募を中心に紹介します。
なお、研究者の公募情報は、例えば「研究者人材

データベースシステム(JRECIN)」で参照することが
できます。URLは下記の通りです。ご活用をお勧め
します。

http://jrecin.jst.go.jp/
以下の公募は、応募期限の早い順に並んでいま

す。応募資格等、公募情報の詳細については、公募
元にご確認下さい。
以下には上記JRECINに含まれていない公募情報

も掲載されている場合があります。原則として、本
学会に直接広報依頼のあった公募については詳細に
情報を記載します。

☆ 岡山大学文学部
1. 所属講座：文学部行動科学科心理学講座
2. 職名・人員：助教授1名
3. 担当授業科目：学部・大学院博士前期課程における、
社会心理学関係の講義、演習、教養教育科目等。専
門教育科目等としての心理統計学の授業を含む。
なお、大学院博士後期課程を担当していただく場
合もある。

4. 採用予定日：平成16年 4月1日（平成16年10月1
日までのいずれかの日でも可）

5. 応募資格：(1)博士の学位を有する者又はそれと同等
の業績を有する者 (2)社会心理学関連領域の業績を
有する者

6. 応募書類：(1)履歴書（写真貼付）1通 (2)研究業績一
覧表1通（主要業績3点に○を付す） (3)公刊された
全ての研究業績の現物各1通（抜刷り及びコピーも
可） (4)今後の研究計画の概要及び教育の抱負1通
（合計2000字程度）

7. 応募期限：平成15年 12月 15日必着
8. 応募書類送付先：〒700-8530 岡山市津島中3-1-1
岡山大学文学部長 高橋文博
（注）応募書類は、封筒の表に「行動科学科心理学

講座教員応募書類在中」と朱書
9. 照会先：岡山大学文学部行動科学科心理学講座
田中共子 E-mail: tomo@cc.okayama-u.ac.jp
Tel: 086-251-7405, Fax: 086-251-7405

☆ 東京工業大学・大学院社会理工学研究科
1. 専攻・講座・分野：価値システム専攻・
社会数理講座社会システム分野

2. 職名・人員：助教授1名
3. 専門分野等：社会シミュレーション、社会システム
論、社会数理などの分野で、社会について幅広い
関心を持ち、学際的研究に意欲のある方。なお、学
部の授業では、広い意味での「社会学」を担当。

4. 応募資格：大学院博士課程修了以上、またはこれと
同等の学識を有すると認められる方。博士の学位
を有していることが望ましい。

5. 着任予定：平成16年度のできるだけ早い時期、遅く
とも9月を予定。

6. 応募期限：平成15年 12月 24日（消印有効）
7. 応募書類：(1)履歴書（市販のもの。高卒以上の学歴、
職歴を含む。） (2)研究業績一覧 (3)主たる業績3点以
内（各1部、コピーでも可。2点以上の業績を提出
する場合は、代表的なもの1点を指定。） (4)研究概
要（研究内容を2000字程度にまとめ、A4判用紙2
枚に楷書またはワープロで書いたもの）
（注）推薦書は不要。なお、選考開始後、必要に応

じて、上記以外の研究業績の別刷り、面接を依
頼することがある。

8. 応募先：〒152-8552 東京都目黒区大岡山2-12-1
東京工業大学大学院
社会理工学研究科価値システム専攻
社会数理講座社会システム分野助教授選考委員会
委員長 今田高俊
（注）封筒に「社会数理教官応募書類在中」と朱書

きし、書留で送付。
9. その他：(1)提出された書類等は原則として返却しな
い。返却を希望する際はその旨を注記し、返却用
の封筒（返却先の住所、氏名を明記し、必要な金
額の切手を貼付したもの）を同封のこと。 (2)専攻
のホームページhttp://www.valdes.titech.ac.jpもあわ
せて参照のこと。

10. 照会先： 今田高俊
E-mail: imada@valdes.titech.ac.jp
Tel: 03-5734-2268(今田研究室直通)
http://www.valdes.titech.ac.jp/new/menu/koubo.htm

☆ 東京大学大学院経済学研究科
1. 概要：東京大学経済学研究科講師の公募
（専門分野：計量経済学の理論と応用）

2. 職名・人員：講師1名
3. 任期：3年(平成17年4月1日より。ただし、採用日
はこれ以前になることもありうる。）、再任可ただ
し1回限り。

4. 研究分野：経済学 計量経済学（含む実証分析）・統
計学

5. 応募資格：博士またはPh.D.学位の取得者、または
取得見込みの者。

6. 応募書類：各1部（提出された書類等は一切返却し
ない。） (1)履歴書（様式適宜、写真貼付、押印のこ
と）※高等学校卒業以降からの学歴を記入。 (2)指
導教官、またはそれに準ずる者の推薦書 (3)研究業
績一覧 (4)博士学位取得者は、学位取得証明書 (5)
主要論文のコピー

7. 応募期限：平成15年 12月 25日（木）午後5時
（郵便の場合は必ず書留郵送で当日消印有効）

8. 応募書類提出先：
〒113-0033 東京都文京区本郷7-3-1
東京大学経済学部・経済学研究科庶務掛 宛
封筒に「計量経済学講師応募書類在中」と朱書明記

9. 選考方法：(1)書類審査 (2)面接（セミナーでの研究発
表を依頼する場合もある。）

10. 照会先： 〒113-0033 東京都文京区7-3-1
東京大学大学院経済学研究科教授 矢島美寛
備考：手紙以外のお問い合わせにはお答えできま
せん。
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☆ 独立行政法人放射線医学総合研究所
1. 所属：重粒子医科学センター医療情報室
2. 職名・人員：主任研究員又は研究員1名（当研究所
は特定独立行政法人に該当しており、国家公務員
の身分を有する）

3. 業務内容：(1)粒子線治療を中心とした診療データ
ベースの維持・管理。 (2)統計処理を必要とする研
究の推進及び支援。 (3)重粒子線がん治療臨床試験
評価のための情報処理に関する研究の推進。

4. 応募資格：(1)医療統計処理の経験を有すること。 (2)
任用時に博士の学位を有するか又はこれと同等の
研究業績を有すること。

5. 応募書類：(1)履歴書（様式指定あり） (2)推薦書（自
薦の場合は意見書） (3)主要業績概要（A4判二千字
以内） (4)今後の研究の抱負（A4判二千字以内） (5)
研究業績目録（原著、総説、学会発表別） (6)主要論
文別刷５編以内（コピーでも可）

6. 応募期限：平成15年 12月 26日（金）
（郵便の場合は必ず書留郵送で当日消印有効）

7. 書類提出先及び照会先：
〒263-8555 千葉市稲毛区穴川4-9-1
放射線医学総合研究所 総務部総務課人事係 大熊
Tel: 043-206-3005, Fax: 043-256-8301
E-mail: takuya@nirs.go.jp
ホームページ: http://www.nirs.go.jp

☆ 統計数理研究所 [2件]

○領域統計研究系
1. 所属：領域統計研究系 人文社会科学研究部門
2. 募集人員：助手１名
3. 研究分野等：社会調査データ収集の方法論やその統
計的解析法を開発応用する能力を持ち、ひろく人
文社会科学関連の分野において研究を推進してい
る研究者を募集します。各種の社会調査等の実証
研究を国際的かつ学際的な広い視野に立ち、当研
究所内外の共同研究者と共に発展させる熱意と能
力のある方を歓迎します。

4. 採用予定時期：2004年 4月 1日以降の早い時期
5. 任期：5年（再任可。ただし再任の任期は5年、1回
限り。通算10年まで。）ただし、平成16年度の法
人化に向けて本研究所は移行期にあり、上記の年
限は法人として決定されたものではなく、見込み
であることをご承知おき下さい。

6. 応募資格：博士の学位（外国において授与されたこ
れに相当する学位を含む。）を有する者又は研究上
の業績がこれに準ずる者

7. 応募期限：2004年 1月 5日（月）必着

○調査実験解析研究系
1. 所属：調査実験解析研究系 標本調査研究部門
2. 募集人員：助手１名
3. 研究分野等：統計データの取得法と解析法の研究
（個別諸科学における具体的な問題を素材に、デー
タ取得や分析のための、実際的な統計数理的方法
を研究・開発することに意欲のある方を広く求め
ています。たとえば、情報化時代の標本調査法、社
会調査や疫学調査等の方法、カテゴリカルデータ
の解析法、データマイニング等の研究に強い意欲
のある方を歓迎します。）

4. 採用予定時期：2004年 4月 1日以降の早い時期
5. 任期：5年（再任可。ただし再任の任期は5年、1回
限り。通算10年まで。）[※事情は領域統計研究系の
公募に同じ]

6. 応募資格：修士の学位を有する者、又は、研究上の
業績がこれと同等以上と認められる者

7. 応募期限：2004年 1月 5日（月）必着

[以下2件の公募に共通事項]
8. 提出書類：年代の記載は西暦を用いてください。(1)
履歴書：学歴（大学入学以降）、研究教育歴、所属
学会、学位、賞の取得状況を記入してください。 (2)
研究業績リスト：原著論文とそれ以外のものに区
別し、それぞれ公表年順に記載してください。な
お、主要な業績については、3編以内の「別刷」等
を添付してください。 (3)研究の経緯：上記の別刷
り論文の位置づけを含めた研究の経緯を1,000字程
度にまとめて提出してください。単なる事実の羅
列ではなく、研究の流れやつながりが分かるよう
に、自己評価も含めた記述にしてください。なお、
データ解析の経験がある場合は、どのような分野
のどのようなデータを、主として、どのような解
析手法で分析したか、について簡潔に述べてくだ
さい。 (4)研究計画書：本研究所に採用された場合
の研究計画（希望）を1,000字程度にまとめて提出
してください。 (5)推薦書など：問い合わせのでき
る方があればお名前と連絡先を記載してください。
推薦書がある場合は同封してください。 (6)その他：
選考の段階で、追加して論文の掲載誌等の提出を
求めることがあります。

9. 提出先及び問い合わせ先：
〒106-8569 東京都港区南麻布4丁目6番7号
統計数理研究所 管理部庶務課人事係
(Tel: 03-5421-8707, Fax: 03-3443-3552)
郵送によるときは書留郵便にしてください。また、
提出書類の封筒の表に、応募先を「領域統計研究
系 人文社会科学領域研究部門助手・応募書類在中」
あるいは「調査実験解析研究系 標本調査研究部門
助手・応募書類在中」と朱書して下さい。

10. その他：(1)本研究所の情報は、ホームページ（http:/
/www.ism.ac.jp/）をご覧ください。概要、年報（一
部）が掲載されています。また、概要、年報の必
要な場合は上記人事係までお問い合わせ願います。
(2)選考の結果については、応募者にお知らせしま
す。 (3)応募書類は返却いたしません。

会員の著書等

☆ 猪口 孝『日本政治の特異と普遍』ＮＴＴ出版，
2003年．

☆ 西平重喜『各国の選挙－変遷と現状－』木鐸社，
2003年．

☆ 丹後俊郎『無作為化比較試験』（医学統計学シ
リーズ）朝倉書店，2003年．
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編集後記
今号には、恒例となりました春の合宿セミナー

の案内を掲載いたしました。特に若手の研究者の皆
様、参加をご検討ください。
また、広報委員会からとして、以前よりお知らせ

しておりましたメーリングリストサービスに関する
記事も掲載しております。こちらもご一読くださ
い。なお、会員の皆様には、名簿掲載のメールアド
レスに、サービス開始のご案内を差し上げる予定で
す。よろしくお願いいたします。
今号を作成するにあたり、会員の方々から、いろ

いろな情報をいただきました。会員の方が出版され
た著書や、関連学会の大会、シンポジウムの案内な
ど、会報に掲載すべき記事がございましたら、ぜひ
とも情報をお寄せください。

会報原稿送付先
皆様からの情報をお待ちしております。

〒274-8510 千葉県船橋市三山2-2-1
東邦大学理学部情報科学科
菊地賢一 kikuchi@is.sci.toho-u.ac.jp
TEL & FAX: 047-472-1182

題字：林知己夫
会報作成担当：菊地賢一・前田忠彦・西山悦子

日本行動計量学会会員数
（2003年10月6日現在）
正会員 1031名
準会員 97名
名誉会員 6名
賛助会員 17社

入会手続き
学会では新入会員を広く募っています。詳し

くは、下記までお問い合わせください。

〒113-8622東京都文京区本駒込5-16-9
学会センター C-21
（財）日本学会事務センター内
日本行動計量学会係
TEL：03-5814-5810
FAX：03-5814-5825

学会誌論文投稿先
学会で発表された研究などを、できるだけ論文

として投稿してください。お待ちしております。

和文誌「行動計量学」
和文誌編集委員会では、審査プロセスの迅速

化、省力化のため、今後、以下の方針で作業を進
めたいと思っていますので、ご協力ください。
例えば、投稿論文の審査プロセスの迅速化を念

頭におき、投稿者は編集委員会へ論文のハードコ
ピーを4部提出することになっていたが、ハード
コピー（少なくとも1セット）を郵送するととも
にPCファイルを電子メイルに添えつけ提出する
ことに御協力願います。審査過程も、メイルの活
用で迅速化したいと思っています。
投稿論文の内容の審査に関しては、重要な点に

関して明白な数学的誤謬があったり、多重投稿や
アイデアの優先権や著作権に問題がない限り、多
少粗削りでも、どこかに時代の先端を切り拓く研
究発展への萌芽を持っているものを歓迎したいと
思います。また、新たなデータ採集や方法論の報
告だけでなく、現状の広義の統計関連分野を批判
して、新しい時代へ導く木鐸を鳴らす檄文も歓迎
いたします。
論文送付先
〒106-8569 東京都港区南麻布4-6-7
文部科学省統計数理研究所内
「行動計量学」編集委員長 吉野諒三
e-mail: yoshino@ism.ac.jp

欧文誌「Behaviormetrika」
〒152-8552 目黒区大岡山2-12-1
東京工業大学 大学院社会理工学研究科
日本行動計量学会欧文誌編集委員長
前川眞一
e-mail: mayekawa@hum.titech.ac.jp

日本行動計量学会Webページ
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html

☆ 吉野諒三（訳）『国民性論』（Alex Inkeles原著）出
光書店，2003年．

☆ 山口和範『よくわかる統計解析の基本と仕組み』
秀和システム，2003年．

☆ 橋本紀子・渡辺美智子・桜井尚子（編著）『Excel
で始める経済統計データの分析～デジタル時代
のソリューション支援ツール～』日本統計協会，
2003年．

☆ 渡辺美智子・小山 斉『Excel徹底活用統計データ
分析』秀和システム，2003年．


